
ピースボート災害ボランティアセンター2016 年度 
事業計画書 

 
一般社団法人ピースボート災害ボランティアセンター 

2016 年 4 月 1 日 

 

（事業目的）  

 2011 年 3 月 11 日に発生した未曽有の大災害、東日本大震災の被災者緊急支援とその後

の復興支援を第一目的に設立された当団体は、これからの日本国内、国外における防災、

減災への取り組みに関し、 これまで行なってきた当団体の活動の経験を生かし、今後の

災害の際、より早く、効率的な支援活動を展開できるように、特に災害ボランティアのネ

ットワークとトレーニングを行う。  

 また、国内外で大規模自然災害が起こった際の支援活動を速やかにかつ、円滑に行うべ

く、国内外の他の NGO、行政、企業などとのネットワークを更に構築し継続的かつ効果的

な支援活動を可能とする準備を行う。 

 

 

 

（事業内容） 
1.減災、防災トレーニング活動 
・災害ボランティア入門などプログラムを全国で行い、災害ボランティアに対する見地を

広める。 

 

・災害ボランティアリーダートレーニングを行い、今後の災害の際の災害ボランティア活

動の中心となり活動する人材を育成し、今後の災害ボランティアの機能性を高める。 

 

・インターネットを利用した災害ボランティアに関する教育プログラム「災害ボランティ

ア検定」を実施する。 

 

・災害ボランティアリーダーや協力企業を中心とした災害ボランティアネットワークを構

築する。 

 

・「わが家の災害対応」ワークブックを使った、「家庭内防災」に関してのワークショッ

プ活動を実施する。 

 

・支援活動を行った石巻市の地元住民の方々からの知見をまとめた冊子「支援を活かす地

域力」、を使った、ワークショップ、講演活動を行う。 

 

・防災関連のワークショップへの参加者等への防災グッズ並びに非常用食料等に何する通

信販を通じた継続的な防災への取り組みを行う。 

 

・行政、他 NGO などと連携し、各地域の住人への防災・減災へのアドボカシーイベントな

どを行う。 

 

 



 

2.国内災害対応準備 
・来るべき大規模国内自然災害に対しての NGO による支援活動の円滑化、コーディネー

ションを速やかに行えるよう、2015 年 4 月「全国災害ボランティア支援団体ネットワー

ク準備会」と連携し、その活動、ネットワークを強化する。 

 

 

3．防災減災アドボカシー活動 
・2015 年 10 月に発足した「防災・減災日本 CSO ネットワーク（JCC-DRR）」と連携し、防災減災に関

する国際会議への参加、東日本大震災の経験と教訓を世界に伝えるアドボカシー活動などを行う。 
 

 

 

4．国内、海外災害緊急支援活動 
・国内、海外での自然災害に際して、適宜出動を判断し、支援活動を行う。 

 

 

 

 

（事業スケジュール） 

1.減災、防災トレーニング活動      通年 

2.国内災害対応準備           通年 

3.防災減災アドボカシー活動      通年 

4.国内、海外災害緊急支援活動    通年 

 

  


